
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2018年１月２８日 第２９７号 

日 第２７７号 ――奥村のり子生活相談所―― 
〒640-8212 和歌山市杉ノ馬場 1-11 

＆ＦＡＸ 073－４２７－７１２１ 

Eメール  w-jcpken@naxnet.or.jp 

 
 
 

 
 

 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の 

） 

１
月
２
６
日 

市
駅
前
・
宇
治
交
差
点
朝
宣
伝
、
農
民
連
大
会
あ

い
さ
つ 

２
７
日 

地
域
訪
問
（
西
脇
）
、
パ
ー
ム
前
宣
伝
、 

Ｊ
Ｒ

前
山
下
副
委
員
長
演
説 

２
８
日 

障
害
者
後
援
会
、
河
西
後
援
会
、
西
後
援
会 

 

２
９
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
社
保
部
会
、
地
域
訪
問 

３
０
日
～
２
月
１
日
、
防
災
・
国
土
強
靭
化
特
別
委
員
会
視

察 
 

２
月 

１
日 

市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談 

リレートーク  Relay talk  リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 T

a
lk

  

 

 

 

【
和
歌
山
市
（
定
数
１
５
）】 

奥
村 

規
子
（
６
６
歳
・
現
職
） 

県
議
３

期
。
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
、
防
災
・
国
土

強
靭
化
対
策
特
別
委
員
、
予
算
特
別
委
員
。
和

歌
山
県
立
高
等
看
護
学
校
卒
。
和
歌
山
生
協
病

院
総
婦
長
な
ど
歴
任
。
党
県
常
任
委
員
。 

松
坂 

美
知
子
（
６
１
歳
・
新
人
） 

お

茶
の
水
女
子
大
学
卒
。
茨
城
県
稲
敷
市
議
な

ど
経
て
現
在
和
歌
山
市
議
２
期
。
新
日
本
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
和
歌
山
県
理
事
長
。
党
県
委
員
、

党
北
部
地
区
委
員
。 

 

【
海
南
市
・
海
草
郡
（
定
数
３
）
】 

河
野 

敬
二
（
６
８
歳
・
新
人
） 

海
南
市

議
９
期
。
和
歌
山
県
立
凌
雲
高
校
卒
。
少
年
サ

ッ
カ
ー
指
導
員
、
海
南
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
。

党
県
委
員
、
党
北
部
地
区
常
任
委
員
、
党
海
南

市
委
員
長
。 

  

【
西
牟
婁
郡
（
定
数
２
）
】 

高
田 

由
一
（
５
４
歳
・
元
県
議
）
１
９

９
９
年
に
県
議
初
当
選
、
１
１
年
に
再
度
当

選
。
総
務
委
員
な
ど
歴
任
。
東
京
農
工
大
学

卒
。
東
京
都
庁
、
和
歌
山
県
庁
勤
務
。
党
県

委
員
、
党
南
地
区
副
委
員
長
。 

 

日
本
共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
は
、
２
０
１
９
年
統
一
地
方
選

挙
の
県
議
選
予
定
候
補
４
人
（
第
一
次
分
）
を
発
表
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
和
歌
山
県
議
団
は
１
月

１
９
日
、
来
年
度
予
算
で
仁
坂
吉
伸
知

事
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

県
内
の
公
立
学
校
で
教
員
定
数
内
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５
０
０
人
も

非
正
規
の
定
数
内
講
師
が
い
る
問
題

で
、
知
事
は
こ
れ
ま
で
も
減
ら
す
べ
き

だ
と
い
う
立
場
で
し
た
。
今
回
は
担
当

課
を
よ
び
対
応
を
報
告
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
担
当
者
は
「
定
数
内
講
師
を
む
こ

う
５
年
間
で
半
減
さ
せ
る
」「
来
年
度
か

ら
年
５
０
人
程
度
ず
つ
減
ら
し
て
い

く
」
と
目
標
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

奥
村
規
子
県
議
が
貧
困
対
策
で
、
子

ど
も
の
虫
歯
治
療
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
、
子
ど
も
の
虫
歯
を
ゼ

ロ
に
す
る
「
虫
歯
ゼ
ロ
作
戦
」
を
提
案
。

知
事
は
「
な
か
な
か
い
い
。
考
え
て
み

ま
す
」
と
共
感
し
ま
し
た
。 

 

雑
賀
光
夫
県
議
が
、
大
型
の
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電
施
設
の
建
設
で
、
森

林
伐
採
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
を
考
慮

す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
、
知
事
は
「
目

的
意
識
と
し
て
だ
が
、
規
制
条
例
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
し

ま
し
た
。 

 

知
事
は
、
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
施
や
、
子
ど
も
の
医
療

費
の
県
制
度
拡
大
を
拒
否
。
県
内
へ
の

カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
誘
致
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
対
策
を
懸
念
し
な
が
ら
も
推

進
の
立
場
を
鮮
明
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

◆
お
断
り
◆ 

 

今
号
は
奥
村
県
議
が
緊
急
な
所
用
が

入
り
本
人
執
筆
で
は
な
く
、
党
県
議
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
予
算
懇
談
の

み
紹
介
し
ま
す
。 

 

予
算
要
望
は
１
７
ペ
ー
ジ
、
７
章
２

２
３
項
目
を
Ｈ
Ｐ
で
全
文
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ
い
。 

 

２
２
日
付
の
赤
旗
新
聞
が
「
（
改

憲
）
」
発
議
を
阻
む
世
論
を
急
速
に

広
げ
る
こ
と
は
、
文
字
通
り
焦
眉
の

課
題
」
と
報
道
し
た
こ
と
に
対
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
る
べ
き
姿

を
示
す
新
聞
と
期
待
の
声
を
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
赤
旗
の
紙
面
だ

け
で
な
く
、
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

の
皆
さ
ん
や
広
範
な
民
主
団
体
と

共
同
し
て
『
安
陪
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０
０
０
万
人
署
名
』
に
取
組
み
、

安
陪
首
相
が
狙
う
年
内
改
憲
発
議

を
許
さ
な
い
運
動
を
草
の
根
で
進

め
て
い
ま
す
。
私
も
先
日
、
支
部
の

方
と
ご
一
緒
に
地
域
を
訪
問
し
署

名
集
め
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ど
の

お
宅
で
も
、
９
条
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
声
を
揃
え
ま
す
。

「
戦
争
中
は
幼
か
っ
た
が
、
街
が

燃
え
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
戦
争

は
し
て
は
い
け
な
い
。
署
名
を
集

め
て
お
く
」
と
い
っ
て
署
名
用
紙

を
数
枚
預
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

別
の
方
は
、
「
軍
事
費
に
お
金
を

使
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
、
も

っ
と
別
の
使
い
道
が
あ
る
」
「
戦

争
を
知
ら
な
い
政
治
家
が
政
治

を
し
て
い
る
。
戦
争
が
出
来
な
い

よ
う
９
条
は
守
ら
な
け
れ
ば
」
な

ど
対
話
が
弾
み
ま
し
た
。 

一
軒
一
軒
に
時
間
が
か
か
っ

た
事
も
あ
り
、
訪
問
出
来
た
件
数

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
て

の
お
宅
で
署
名
に
ご
協
力
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。 

自
民
党
は
、
昨
年
の
総
選
挙
で

９
条
改
憲
に
は
全
く
触
れ
て
い

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
選
挙
が
終

わ
っ
た
途
端
、
騙
し
討
ち
の
よ
う

に
改
憲
を
推
し
進
め
、
異
常
な
ま

で
に
執
着
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

宝
と
言
わ
れ
る
憲
法
９
条
を
守

る
運
動
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。 （

今
週
は
順
番
交
代
で
す
） 

 

 

 

 


